
救急車の適正利用について  

救急車の適正利用にご協力お願いします  

 

救急車は限りある医療資源です  

   全国的に救急件数は増加しており、喜多方広域管内においても年々救急件数が増加

しています。  

   そのために、本当に救急車が必要な人に救急車がすぐに出場できない事があります。  

   通常、119 番の救急要請を受けると、現場から一番近い消防署から出場しますが、救

急車が出場している場合は、遠方にある別の救急車が出場することになり現場への到着に

時間を要してしまいます。  

   このように、救急車の出場要請が増えることにより 119 番を受けてから救急車が現場に

到着する時間が遅れ、救える命が救えなくなる場合があります。  

救える命を救うために  

  近年、軽い症状でも救急車を利用する人が増え社会問題になっています。  

  このような状況が続きますと、事故による大ケガの人や、心筋梗塞や脳卒中などで緊急

に病院などへ搬送する必要がある人への救急車の到着を遅らせることになります。  

   119 番通報する前に、救急車が本当に必要か、自家用車やタクシー  など一般の交通

機関を利用できないか、もう一度考えてください。  

   ただし、命にかかわる病気やケガで緊急に病院へ行かなければならない場合は、迷わず

119 番通報してください。  

   救急車を本当に必要とする人のために、みなさんのご理解とご協力をお願いします。  

 

救急車の誤った利用例  

•  今日は入院日だから。  

•  自家用車が無いから。  

•  早く診察してもらえるから。  

•  タクシーだとお金がかかるから。  

•  自分で病院を探すのが面倒だから。  

 



年齢層別要請基準  

〇高齢者  

 

 

 



〇成人 

 

  

 

 

 



〇こども（15歳以下） 

 

 

  

 

 



【参考】救急車が到着までに準備していた方が良いもの。 

 

 

 



救急車（ 119 番通報）を呼ぶか迷った場合には  

 

福島県こども救急電話相談 

 夜間に、こどもが急に具合が悪くなった時など、看護師や医師などから家庭での対処法などについてア

ドバイスを受けることができます。 

 受付時間 ： 毎日 午後７時 ～ 翌朝８時 

 短縮ダイヤル ： ＃８０００ （プッシュ回線の固定電話・携帯電話） 

 または ０２４－５２１－３７９０ （固定電話アナログ回線など） 

また、夜間や休日当番病院については、ふくしま医療情報ネットで確認することができます。 

 ふくしま医療情報ネットでは休日当番病院のほか、診療科目別、時間別などで病院を探すことができま

す。 

• ふくしま医療情報ネット 

 

http://www.ftmis.pref.fukushima.lg.jp/ap/qq/men/pwtpmenult01.aspx

